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　昨年12月23日の西東京市議会議員選挙において、西東京・生活者ネットワーク（以下生活
者ネット）公認の かとう涼子、後藤ゆう子が当選しました。

　多くのボランティアの協力で活動を行い、ひとりひとりの市民に会いながら、ご意見を伺い、
政策を訴えてきた成果であり、議員２人が真面目に議会での質問に臨み、少しずつですが成果
を出してきたことへのご評価と受け止めております。

　また、議員を職業化、特権化させないため、最長でも３期で新しい人にバトンタッチする生
活者ネットの任期制は、政治不信が蔓延する中で、政治改革の実践例でもあり、そのことも多
くの有権者にご支持いただいたものと思います。

　一方、年の瀬の選挙とはいえ、投票率36.84％という低さでした。
　議会は、私たち市民の生活を決めていく場であり、政治と生活は密接に関係しています。無
関心はいずれ私たちの生活を苦しめることにつながるかもしれません。
　「ひとりにしない！子育て・介護」と訴えた政策実現とともに、「大事なことは市民が決め
る！」西東京にしていくために、議会に関心をもっていただく努力がもっと必要であると、自
戒を込めて実感しています。

　生活者ネットは、今後も市政に関心を持っていただく努力を
していきます。みなさまも、ぜひご意見などお寄せください。

＊かとう涼子　2772票（4位）
＊後藤ゆう子　2705票（5位）

みなさまの声を
議会に届けます

みなさまの応援を
力に変えてまいります
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生活者ネットが毎年実施している「ひとこと提案」。昨年は、ケアラー、香害についてと、資源物（びん・缶、古紙、
etc.）の戸別収集について伺いました。ここでは、戸別収集についての結果を報告します。

　戸別収集によって、排出マナーや分別意識が高まるというメリットもありますが、収集車が増えCO2を増やしては
環境に良いとはいえません。

　西東京市一般廃棄物処理基本計画に位置づいているとはいえ、「原則・戸別収集」ではなく、戸別収集を希望する
人に戸別収集を行う方が、税金の使い道として適切と思われますが、みなさんはどう思われますか？

資源物の戸別収集、どう思う？ 2018 ひとこと提案報告

◯高齢者も現行でよいという回答が多い結果でした。
◯38％（79人）もの人が意見を寄せてくれ、毎日の生活にかかわることだけに関心が
高いことがうかがえました。

◯「回数が減っても戸別収集が良い」という理由に「紙類が重く運べない」「決められ
た通りに出さない（出せない）人がいる」という貴重な意見もありました。

◯一方、「ごみ回収より福祉などに税金をかけてほしい」「希望者だけ戸別収集に」「拠
点はコミュニティの場。なくさないで」「決められた通りに出せない人へは支援制度
をつくって」とさまざまな意見が書かれ、選択項目は無回答でも「手伝いができる
人を登録して高齢者やケガ・病気・妊娠中の方のごみ出しをサポートする体制をつ
くったらどうか。私はお手伝いできます！」という積極的な意見もありました。

（※詳細やその他のアンケート結果については、HPをご覧いただくか、ご連絡をいただければ送付いたします。）

回数が減っても
戸別収集が良い

18％

現行の拠点収集（週１回）が良い
77％

無回答
5％

有効回答数 207

2018年12月・議会報告2018年12月・議会報告
後藤ゆう子後藤ゆう子 かとう涼子かとう涼子

納得いかない！
資源ごみの一斉戸別化！！

　「資源ごみの集積所を、なぜなくすの？」とい
う疑問の声を、幾度となく聞いてきました。「戸
別収集にしたら回収費用が増えるんでしょ？」「こ
れ以上便利にする必要ないわよ」との声が強く心
に残りました。
　12月議会で質したところ、「集積所をめぐるト
ラブルが増えている。転入者が使用を拒否され
た、隣家と仲が悪く同じ集積所を使いたくない
等々。コミュニティを維持するためにも戸別化が
必要」との市の答弁。そうであるなら、集積所が
維持できなくなったところにだけ戸別化を認めれ
ばよいのです。回収費用を抑えるために、空き缶
や紙ごみの回収が２週に１度となれば、集合住宅
にお住いの方にとっては利便性の後退となってし
まいます。
　「自治会が解散し、ごみの拠点収集が唯一のご
近所付き合い」との声も、数多く耳にしてきまし
た。わずらわしさも含め、人と人とが関わり合う
ことで作られてきた地域社会。コミュニティの最
後の砦をなくしてしまっていいの？　皆さんはど
う思いますか？

西東京市の男女平等は
どこまで進んでる？

　2018年、生活者ネットは都内23区と26市の「男
女平等参画に関する自治体調査」を行い、昨秋、
結果とランキングを公表しました。※

　これは政府の「女性活躍」の掛け声のもと、内
閣府男女共同参画局が作成した「市町村女性参
画状況見える化マップ」に生活者ネットがさらに
項目を増やしてランク付けしたものです。西東京
市は49自治体中26位でした。
　全ての施策に男女平等の視点を加えることは
重要です。西東京市の男女平等参画推進委員会
は市民参加でほぼ毎月開催され、市の計画を点
検評価しています。同委員会は、災害時には女性
が被害者になることが多いことを踏まえ、防災会
議への女性の参加や、性の多様性に配慮し小中
学校に混合名簿を導入することなどを求めてい
ます。
　議会では、市がこれらの指摘を事業に生かして
いるのかを質しました。検討しているとの答弁で
したが、混合名簿など実行できていないのが実態
です。今後も引き続き、平等参画の視点で事業を
チェックしていきます。　　　　　※結果はHPに掲載


